
北極低気圧（Arctic cyclone）とは，北極海上を長

期にわたり迷走する地上の低気圧のことである．熱帯

にある低気圧を熱帯低気圧，温帯にある低気圧を温帯

低気圧と呼ぶように，北極海上にある低気圧は北極低

気圧と呼ばれている（LeDrew 1984）．熱帯低気圧は

熱帯気団の水蒸気の凝結熱により熱を下層から上層に

運ぶ低気圧のことで，温帯低気圧は偏西風帯で傾圧不

安定により熱を低緯度から高緯度に運ぶ低気圧のこと

である．これらと比較した北極低気圧の成因と維持に

ついて，様々な解析結果が得られている（Simmonds
 

et al.2008；Serreze and Barrett 2008）．一様な北極

気団の中で低気圧性循環の渦を巻く北極低気圧は，温

帯低気圧のような明瞭な前線を伴わず，むしろ熱帯低

気圧の渦に近いスパイラル形状を持つことが多い．ま

た，夏季に頻度が高く長期間持続することが多いが，

冬季にも発生する（Zhang et al.2004）．

第１図（上）は2006年７月に北極海上に現れた地上

低気圧の中心位置を追跡したものである．中緯度から

北極海へ温帯低気圧が北上してくるケースも見られる

が（Sepp and Jaagus 2011），東シベリア海で７月末

に発生し，28日間も迷走し続けた低気圧も見られる

（Tanaka et al. 2012）．これが北極低気圧の例であ

る．低気圧が最盛期を迎えた時の海面気圧分布（第１

図（下））を見ると，水平方向には1000km程度の広

がりを持つことが分かる．相対渦度に注目すると，地

上の正の渦度が鉛直方向に延びて250hPaまで一様に

存在することが確かめられる．第２図は低気圧中心か

ら半径300kmの範囲で平均した相対渦度を，低気圧

の移動に沿ってひと月間追跡したものである．７月末
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第１図 （上）2006年７月に北極圏で出現した低
気圧の経路．起点の星印が発生位置を示
す．中央の星印からの経路（灰色）が北
極低気圧の例で，７月28日に発生しひと
月間迷走したもの．（下）８月19日の海
面気圧の分布（４hPaごと）．北極点付
近の低気圧が北極低気圧．



に発生した低気圧性渦度が対流圏内で盛衰を繰り返し

ながらも約ひと月間持続している．第３図は同様にし

て低気圧中心から半径300kmの範囲で平均した温位

のアノマリをひと月間追跡したものである．対流圏内

の低気圧は一貫して寒気核となっていて，250hPa付

近を中心とした圏界面の上部に一貫した暖気核が見ら

れる．湿度場には雲のスパイラル構造で湿った領域も

あるが，低気圧中心は乾燥している（図省略）．また，

鉛直流を見ると対流圏内は

上昇流であり，下部成層圏

には一貫した下降流がある

（図省略）．以上のような事

例と同様の特徴が，北極低

気圧には共通してみられ，

温帯低気圧とは異なること

が分かる（図はTanaka
 

et al.（2012）から引用）．

このように，北極低気圧

は北極気団の中でスパイラ

ル状の雲バンドを持つ渦

で，見かけ上は熱帯低気圧

に近いが，暖気核でなく寒

気核となっていることか

ら，両者は全く成因の異な

る低気圧である．北極低気

圧はポーラーロー（極低気

〝天気"60．1．

第３図 2006年７月末から８月にかけての北極低気圧中心から半径300km平均した温位のアノマリの鉛直時間
断面（２Kごと，点線は負値）．対流圏は寒気核，下部成層圏は暖気核になっている．

第２図 2006年７月末から８月にかけての北極低気圧中心から半径300km平均
した相対渦度の鉛直時間断面．相対渦度は気圧（p/p） ×10で正規化
してある．最盛期は８月19日．
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圧）と混同されがちであるが，ポーラーローも暖気核

を持つので，別の成因を考えなければならない．中緯

度の温帯低気圧は亜熱帯気団と寒帯気団がもたらす温

度傾度の中で発達する渦なので，寒冷前線と温暖前線

を伴うが，北極低気圧は一様な北極気団の中を長期間

迷走する低気圧なので，温帯低気圧とも異なってい

る．また，温帯低気圧が発達しきって順圧構造にな

り，衰退期を迎えたアリューシャン低気圧のような状

況では，低気圧の中心付近は暖気塊で覆われている．

よって，温帯低気圧が衰退期に北極海に突入した場合

も中心付近は暖気核となり，北極低気圧とは別ものと

して考える必要がある．とはいえ，広義には北極海上

で発達する低気圧のすべてを北極低気圧と呼ぶことも

あるので，注意が必要である．

北極低気圧の構造で特徴的なのが下部成層圏の強い

暖気核と対流圏の弱い寒気核（第３図）であり，静的

安定度の変化で圏界面付近に正の渦位のアノマリが生

じることで，低気圧性の渦が駆動される．上空の暖気

核は一貫した下降流と整合的であり，極循環による極

渦の形成機構と密接に関連している可能性がある．し

たがって，北極低気圧は上層の極渦と関連しており，

北極海上でただ一つ形成され長期間迷走する特殊な低

気圧であると言える．北極圏の極渦は時折分裂し，そ

の寒気塊（寒冷渦）のひとつが中緯度に流れ出したの

が切離低気圧であるが，北極低気圧は構造的には切離

低気圧と近い．切離低気圧の正の渦度は上層に見られ

るが，その渦度が地上に達しているというのが北極低

気圧の特徴である．さらに，この低気圧の維持におい

ては下層のメソ低気圧との併合（Merging）が重要な

プロセスになっている．北極気団の周辺には北極前線

帯があり，その局所的な傾圧性により形成されるメソ

低気圧が発生しては北極低気圧に併合されることで，

下層に渦度が供給され，上層の極渦の渦度とカップリ

ングすることが重要と考えられている．局所的な傾圧

不安定によるメソ低気圧の構造は，観測船「みらい」

を用いた現地観測からも計測されている（Inoue and
 

Hori2011）．

このように，北極低気圧は上層の極渦と繋がった地

上の低気圧で，北極圏にただ一つ存在するユニークな

低気圧である．近年，北極圏の温暖化や北極海の海氷

の減少が注目されているが，その要因のひとつに，

ボーフォート高気圧と北極低気圧が作るダイポール構

造が駆動する北極横断流（Transpolar drift）の強化

が挙げられる（Yang et al.2004）．これはチャクチ海

からグリーンランド海に向けて北極海を横断する海氷

の流れのことで，北極低気圧がボーフォート高気圧の

対極で迷走するときに顕在化する．北極低気圧は，そ

の構造の特徴から，温帯低気圧や熱帯低気圧と並んで

教科書にも載ってほしい低気圧といえる．
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